
 
 

令和５年度 第３回北山公園整備計画意見交換会次第 
 
日時：令和６年２月１０日（土） 

午前１０時から１２時 
場所：市民センター２階第６会議室 

 
１.開会   
 
２.議題 
 
（１）令和５年度事業（報告）                     １０：００ 
   ・施設整備事業（木道補修、その他） 
   ・休耕田事業 
   ・水田運営事業 

・ナラ枯れ対応 
   ・外来種防除事業（外来生物等捕獲状況等（北川かっぱの会）） 
   ・その他  
 
（２）北山公園施設改修基本設計について（報告）            １０：３０ 

① 第２回意見交換の振り返り 
② 基本設計の説明 

⑴ 改修（再整備）の基本的な方針 
⑵ ゾーニング別の改修方針 
⑶ ゾーン別整備計画案 
⑷ １年を通した水の運用計画 

 
（３）令和６年度事業（予定） 

 
（４）道路河川課より報告事項                     １１：４５ 
 
３.その他                              １１：５５ 
   令和６年度 北山公園整備計画意見交換会開催日程（案） 
    ・第１回：令和６年５月１８日（土） 午前１０時から 

市民センター２階 第６会議室 
・第２回：令和６年９月１４日（土） 午前１０時から 

市民センター２階 第６会議室 
・第３回：令和７年２月 ８日（土） 午前１０時から 

市民センター２階 第６会議室 
 
４.閉会 



（1）令和 5 年度事業（報告） 
 ・施設整備事業（木道補修、その他）、休耕田事業、水田運営事業、ナラ枯れ対応、 

外来種防除事業、その他について概要を説明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和5年度事業の概要

水田運営 休耕田（令和5年度）

木道各所補修
（令和５年度）

ナラ枯れ樹木伐採
（令和5年度8本予定）

給水ポンプ設置
（令和5年度）

木柵補修（令和5年度
年度末までに予定）水路ロープ設置

（令和5年度年度
末までに予定）



令和5年度 北山公園 水田運営事業
〇令和5年度 実施状況（ボランティアの皆さんとの協働のもと実施）

項目 日にち 時間 備考
1.水田ボランティア募集 3/1(水)〜

3/24（金）
ー 令和５年度新規ボランティア募集

2.荒起こし①・レンゲ刈り
オリエンテーション

4/11(火) 9:00〜15:00 新規ボランティア説明会
年度初めのオリエンテーション

3.荒起こし② 4/25（火） 9:00〜15:00
4.種もみ消毒 5/2（火） 9:00〜12:00
5.種まき 5/9（火） 9:00〜12:00
6.荒起こし③・代かき 5/16（火） 9:00〜15:00
7.苗の成長確認 5/23（火） 9:00〜10:00
8.田植え 6/6（火） 9:00〜15:00 苗の成長不良により1週間順延
9.草取り①・ミーティング 6/20（火） 9:00〜12:00 前半作業の振り返り
10.草取り② 7/4（火） 9:00〜12:00
11.草取り③ 7/18（火） 9:00〜12:00
12.ミーティング・後半作業準備 9/5（火） 9:00〜12:00
13.稲刈り・稲架架け 10/3（火） 9:00〜15:00 1日ボランティア募集・市長参加
14.稲架かけ手直し 10/11（水） 14:00〜16:00 カモのいたずらによる臨時活動
15.脱穀・籾摺り・精米 11/14（火） 9:00〜16:00 1日ボランティア募集・雨で1週間順延
16.ミーティング 12/5（火） 10:00〜12:00 ふりかえり・次年度に向けて



〇主な活動の様子
田植え

6/6（火）9:00〜15:00
参加者：ボランティア15名、スタッフ4名

令和5年の成果

脱穀
11/17（火）9:00〜16:00

参加者：ボランティア18名、スタッフ3名、市役所２名

・ボランティアを公募→7名新規に加入
・米の種類をマンゲツモチ（もち米）からキヌヒカリ（うるち米）
に変更→収量１３０㎏

・稲刈り作業と脱穀作業日に1日ボランティアを募集

・脱穀 ・藁くず取り

稲刈り・稲架かけ
10/3（火）9:00〜15:00

参加者：ボランティア23名、スタッフ3名、市役所5名

・田植え ・水中ポンプで強制排水

荒起こし・オリエンテーション
4/11（火）9：00〜15：00

参加者：ボランティア21名、スタッフ2名

・荒起こし作業・ボランティア説明会

・稲架かけ・稲刈り



令和6年度 北山公園 水田運営事業（予定）
日にち 時間 備考

1.ミーティング他 2/20(火) ー 令和６年度の活動に向けて
2.水田ボランティア募集 3/1(金)〜3/22（金） ー 令和６年度新規ボランティア募集

3.荒起こし①・レンゲ刈り
オリエンテーション

4/9(火) 9:00〜15:00 新規ボランティア説明会
年度初めのオリエンテーション
レンゲ刈りと田んぼのあら起こし

4.荒起こし② 4/23（火） 9:00〜15:00 荒起こし作業の続き
5.種もみ消毒 4/30（火） 9:00〜12:00
6.種まき・育苗場所作り 5/7（火） 9:00〜12:00
7.荒起こし③・代かき 5/21（火） 9:00〜15:00
8.田植え 5/28（火） 9:00〜15:00 水田Aで田植え（予備日：5/29）
9.田植えイベント 6/1（土） 9:00〜12:00 水田Bで公募イベント（予備日：6/2）

10.草取り①・ミーティング 6/18（火） 9:00〜12:00 前半作業の振り返り
11.草取り② 7/2（火） 9:00〜12:00
12.草取り③ 7/16（火） 9:00〜12:00
13.ミーティング・後半作業準備 9/3（火） 9:00〜12:00
14.稲刈り・稲架架け 9/24（火） 9:00〜15:00 水田Aで稲刈り・稲架設置（予備日10/1)

15.稲刈りイベント 10/5（土） 9:00〜12:00 水田Bで公募イベント（予備日：10/6）

16.脱穀・籾摺り・精米・稲架撤去 11/5（火） 9:00〜16:00 （予備日11/12）
17.ミーティング 12/3（火） 10:00〜12:00 ふりかえり・次年度に向けて



北山公園での外来生物の防除活動について 

20240210 北川かっぱの会 
 
・東村山市との北山公園外来種防除に関する協定に基づき、2024 年度もトウキョウダルマガエル等の在

来生物にとって脅威となっているウシガエル（特定外来生物）やアメリカザリガニ（条件付き特定外来

生物）などの捕獲を行っていく（4 月～10 月に実施予定）。しょうちゃん池や菖蒲田等に遮光ネット付

きカニカゴ等を設置し、週 1 回程度、網を引き上げて捕獲予定。 
・捕獲した外来生物の一部は、北川かっぱの会が主催する北山いきものクラブや市主催のイベント等で

展示し、外来生物の問題点や生物多様性の保全の意義など、一般市民向けの啓発用に活用予定。 
・法令の改正により、昨年６月１日以降、野外への放出、輸入、販売、購入、頒布等を許可なしに行うこ

とが禁止さるアカミミガメとアメリカザリガニについて（捕獲や飼育、無償譲渡は OK；条件付き特定

外来生物）、引き続き、改正内容の周知活動を実施予定。 
・北山公園内に生息するトウキョウダルマガエル等の個体数調査を継続して実施する方向で検討中。 
 
 

 
 
 

       

■日光浴ワナ（アカミミガメ用）  ■遮光ネット付きカニカゴ ■遮光型カゴ網（ウシガエル用） 
                  （ｳｼｶﾞｴﾙ･ｻﾞﾘｶﾞﾆ用） 

■参考；過去11年間の推移

2013年2014年 2015年2016年 2017年2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

ウシガエル（成体） 2 1 3 42 102 44 53 63 39 15 8
ウシガエル（幼生） 10 24 約550 192 77 282 1137 516 342 201 285
アメリカザリガニ 99 126 約550 約760 765 354 784 779 1037 957 601
アカミミガメ 9 11 4 2 5 3 1 2

ｸｻｶﾞﾒ(再捕獲を含む） 13 10 8 1 4 2 1 1
アライグマ 2



（2）北山公園施設改修基本設計について（報告） 

 ・第 2 回意見交換の振り返りを行った。 
・基本設計の下記の項目について説明を行った。  
（1）改修（再整備）の基本的な方針 
（2）ゾーニング別の改修方針 
（3）ゾーン別整備計画案 
（4）1 年を通した水の運用計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



① 第 2 回意見交換の振り 返り
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木道

凡凡例凡凡例凡例

菖蒲田

畑

水田

池

S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）
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入口広場入口広場入口広場
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草地広場草地広場草地広場

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲バッ ク

ヤード

菖蒲バッ ク

ヤード

維持管理用倉庫・

休憩ス ペース 候補地

維持管理用倉庫・

休憩ス ペース 候補地

維持管理用倉庫・

休憩ス ペース 候補地

菖蒲田菖蒲田菖蒲田菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

池池

池池

池池

四阿四阿四阿

休憩所休憩所休憩所

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田
水田水田水田

水田水田水田

西側線路沿い樹林西側線路沿い樹林西側線路沿い樹林

野草植栽
野草植栽
野草植栽

菖蒲田

( 通年潅水）菖蒲田

( 通年潅水）菖蒲田

( 通年潅水）

草地草地草地

樹林地
樹林地
樹林地

北川南側樹林北川南側樹林北川南側樹林

竹林（ 市有地）竹林（ 市有地）竹林（ 市有地）

屋敷林（ 民有地）屋敷林（ 民有地）屋敷林（ 民有地）

東側樹林東側樹林東側樹林

親水広場親水広場親水広場

草地広場草地広場草地広場

北川北川北川

水田水田水田

水田水路水田水路水田水路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

沈砂池沈砂池沈砂池

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

善行橋入口善行橋入口善行橋入口

至 八国山入口至 八国山入口至 八国山入口

管理棟管理棟管理棟

・ こ れま で大切に守り 、 利用さ れてき た「 里山の景観」「 水田」「 樹林・ 草地、 湿地」「 子供の遊び場」 を 保全する 。

・ 菖蒲田は管理等の費用対効果、 開花期以外の状況を 踏ま え、 現状以上に拡張し ない。

生き も のの生息環境と なっ ている こ と を 踏ま え、 湿地機能の広場など への転換や大規模な減少につながる 改修は行わない。

　（ 一部、 子供の遊び場確保およ び水路・ 木道改修に伴い、 形状を 変更する ）

・ 一年を 通し て、 水田や植物、 生き も のによ る 季節の変化を 体感でき る 環境を 創出し 、 水路にも 通年で水を 流すよ う 検討を行う 。

・ 生き も のが生息し やすい環境と 、 子供が遊びやすい環境を 充実さ せる 。

・ 公園の管理や活動拠点と なる 施設や場を 整備する 。

② 基本設計の説明

（ １ ） 改修（ 再整備） の基本的な方針

基本設計平面図
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木道

凡凡例凡凡例凡例

菖蒲田

畑

水田

池

S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）S＝1/1500（ A3）

基本計画のゾ ーニングの考え方を踏襲する が、 一部詳細な区分けを行い、 9 つのゾ ーンを 設定。 　 ※青字： 基本計画から の変更箇所

・ 基本計画の⑦湿地ゾ ーンを 、「 池・ 湿地」「 バッ ク ヤード 」「 樹林」 ゾーンに分けて設定。

・ ④林縁ゾ ーン内に既存湿地を中心と し た「 エコ ト ーンエリ ア」 と 「 水路の親水エリ ア」 を 新たに位置づけ。

八国山緑地

北山小学校
東村山駅方向

入口広場

親水広場

湿地
し ょ う ちゃん池

③水田ゾ ーン

樹林

樹林

樹林

②菖蒲田ゾ ーン

草地広場

⑧文化・ 教育ゾーン

④林縁ゾ ーン

⑥樹林ゾ ーン

⑤親水ゾ ーン

①エン ト ラ ン ス ゾ ーン

⑦池・ 湿地ゾ ーン

エコ ト ーン エリ ア

水路の親水エリ ア

草地エリ ア

⑧バッ ク ヤード ゾ ーン

⑨樹林ゾ ーン

公園のエント ラ ンス と し て、 来園者を里山の

風景が広がる 入口広場で迎え入れ、 市民活動

の拠点と なる ゾーン

公園のエント ラ ンス と し て、 来園者を里山の

風景が広がる 入口広場で迎え入れ、 市民活動

の拠点と なる ゾーン

公園のエント ラ ンス と し て、 来園者を里山の

風景が広がる 入口広場で迎え入れ、 市民活動

の拠点と なる ゾーン

動植物の生息環境であり 、 公園の林

縁を構成する 景観的に重要な樹林を

健全な状態で保全する ゾーン。

動植物の生息環境であり 、 公園の林

縁を構成する 景観的に重要な樹林を

健全な状態で保全する ゾーン。

動植物の生息環境であり 、 公園の林

縁を構成する 景観的に重要な樹林を

健全な状態で保全する ゾーン。

既存樹林の木陰の下で子供が水遊びでき る

ゾーン。 北川に近づける 親水空間。

既存樹林の木陰の下で子供が水遊びでき る

ゾーン。 北川に近づける 親水空間。

既存樹林の木陰の下で子供が水遊びでき る

ゾーン。 北川に近づける 親水空間。

動植物の生息環境であり 、 公園の林縁を

構成する 景観的に重要な樹林を健全な状

態で保全する ゾーン。 北山小学校と 連携

し た学習林と し ても 活用する 。

動植物の生息環境であり 、 公園の林縁を

構成する 景観的に重要な樹林を健全な状

態で保全する ゾーン。 北山小学校と 連携

し た学習林と し ても 活用する 。

動植物の生息環境であり 、 公園の林縁を

構成する 景観的に重要な樹林を健全な状

態で保全する ゾーン。 北山小学校と 連携

し た学習林と し ても 活用する 。

都心部で最多を誇る 約 600 品種の菖蒲を

保全し 、 菖蒲等の植物を眺める 視点場や

シーク エンス に配慮し た動線を確保し た

水生植物を楽し むう ゾーン。

都心部で最多を誇る 約 600 品種の菖蒲を

保全し 、 菖蒲等の植物を眺める 視点場や

シーク エンス に配慮し た動線を確保し た

水生植物を楽し むう ゾーン。

都心部で最多を誇る 約 600 品種の菖蒲を

保全し 、 菖蒲等の植物を眺める 視点場や

シーク エンス に配慮し た動線を確保し た

水生植物を楽し むう ゾーン。

里山景観をつく り 、生き も のの生息環境にも

なっている 、 市内でも 数少ない水田を保全し 、

農体験･活動を展開する ゾーン。

里山景観をつく り 、生き も のの生息環境にも

なっている 、 市内でも 数少ない水田を保全し 、

農体験･活動を展開する ゾーン。

里山景観をつく り 、生き も のの生息環境にも

なっている 、 市内でも 数少ない水田を保全し 、

農体験･活動を展開する ゾーン。

サク ラ やウ メ 、 アジサイ 、 ス イ セン、 ヒ ガンバナ

等の季節を彩る 林縁の植物を保存し 、 彩り 豊かな

空間に子供の遊び場を配置し たゾーン。

サク ラ やウ メ 、 アジサイ 、 ス イ セン、 ヒ ガンバナ

等の季節を彩る 林縁の植物を保存し 、 彩り 豊かな

空間に子供の遊び場を配置し たゾーン。

サク ラ やウ メ 、 アジサイ 、 ス イ セン、 ヒ ガンバナ

等の季節を彩る 林縁の植物を保存し 、 彩り 豊かな

空間に子供の遊び場を配置し たゾーン。
広い開放水面と 抽水湿性植物帯のある 通

年水がある 環境を活かし 、 よ り 動植物が

生息し やすい環境を創出する ゾーン。

広い開放水面と 抽水湿性植物帯のある 通

年水がある 環境を活かし 、 よ り 動植物が

生息し やすい環境を創出する ゾーン。

広い開放水面と 抽水湿性植物帯のある 通

年水がある 環境を活かし 、 よ り 動植物が

生息し やすい環境を創出する ゾーン。

管理者用ス ペース と 菖蒲の希少種 +

補植用菖蒲田を配置する ゾーン。

管理者用ス ペース と 菖蒲の希少種 +

補植用菖蒲田を配置する ゾーン。

管理者用ス ペース と 菖蒲の希少種 +

補植用菖蒲田を配置する ゾーン。

水路・ 湿地・ 草地・ 樹林が

つながる エコ ト ーン空間

水路・ 湿地・ 草地・ 樹林が

つながる エコ ト ーン空間

水路・ 湿地・ 草地・ 樹林が

つながる エコ ト ーン空間

樹林散策エリ ア
既存の樹林の中で、 五感を使っ

て季節の樹々の変化や地形を

体感でき る 遊び場と 散策空間。

既存の樹林の中で、 五感を使っ

て季節の樹々の変化や地形を

体感でき る 遊び場と 散策空間。

既存の樹林の中で、 五感を使っ

て季節の樹々の変化や地形を

体感でき る 遊び場と 散策空間。

こ ども たちが水路に入り

水遊びでき る 空間

こ ども たちが水路に入り

水遊びでき る 空間

こ ども たちが水路に入り

水遊びでき る 空間

こ ども たちが草地に生息する

生き も のと ふれあえる 空間

こ ども たちが草地に生息する

生き も のと ふれあえる 空間

こ ども たちが草地に生息する

生き も のと ふれあえる 空間

たいけんの里や北山小学校と 連携を図り 、 学習の

場や市民活動の場を補完し 、 歴史文化資源や環境

資源を活かし た学びのゾーン。

たいけんの里や北山小学校と 連携を図り 、 学習の

場や市民活動の場を補完し 、 歴史文化資源や環境

資源を活かし た学びのゾーン。

たいけんの里や北山小学校と 連携を図り 、 学習の

場や市民活動の場を補完し 、 歴史文化資源や環境

資源を活かし た学びのゾーン。

基本計画のゾーニング概念図基本計画のゾーニング概念図基本計画のゾーニング概念図

（ ２ ） ゾ ーン 別の改修方針
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湿地湿地湿地
木道木道木道

草地広場草地広場草地広場

木チッ プ舗装または土舗装

木チッ プ舗装または土舗装

木チッ プ舗装または土舗装 草地広場

田んぼ活動の

拠点ス ペース

草地広場

田んぼ活動の

拠点ス ペース

草地広場

田んぼ活動の

拠点ス ペース

草地 ( 作業スペース )

草地 ( 作業スペース )
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地
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草
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水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

四阿四阿四阿

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田

水田水田水田

水田の景観を楽し める  

休憩ス ペース

縁台 + 木デッ キ舗装

水田の景観を楽し める

休憩ス ペース

縁台 + 木デッ キ舗装

水田の景観を楽し める  

休憩ス ペース

縁台 + 木デッ キ舗装

水田水田水田

西側線路沿い樹林西側線路沿い樹林西側線路沿い樹林

法面に野草植栽

法面に野草植栽

法面に野草植栽

菖蒲田
( 通年湛水）

菖蒲田
( 通年湛水）

菖蒲田
( 通年湛水）

草地草地草地

樹林地
樹林地
樹林地

北川北川北川

水田水田水田

水田水路水田水路水田水路

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

菖蒲田水路

至 八国山入口至 八国山入口至 八国山入口

○整備の考え方

・ 里山景観をつく る 「 田んぼ活動」 を行いやすく なる よ う 、 主に水路と 園路の

整備を行う 。

・ 水田の区画割り は、 基本的に現況を踏襲する 。 活動の拠点と し て、 水田の中

央部分に草地広場を整備する 。 ま た、 水田の周り に草地を確保し 、 田んぼ

活動の作業を行う ための空間を確保する 。

・ 水路の水で道具を洗える よ う 、 階段状の洗い場を整備する 。

・ 水田に水を供給する 水路は、 漏水し づら く 配水性が高い PC 製品を用いる 。

・ 生き も のが水路を移動でき る （ 這い上がれる ） 環境、 生息し やすい環境を

でき る だけ整える 。

・ 現況と 同程度の水路路幅・ 深さ を基本と し 、 現況の子供の水路遊びの場を

継承する 。

○園路の舗装材・ 幅員

・ 既存の未舗装や草状の畦道と なっている 箇所は、 園路と し て舗装化する 。

・ 水田や菖蒲田の景観になじ む、 土系舗装や木チッ プ舗装など を候補と する 。

・ 主園路は管理車両（ 軽ト ラ ッ ク Ｗ1.5m ）と 人が余裕を持ってすれ違える よ う 、幅員 3ｍを標準と する 。

・ 水田周辺の園路は、 小型の農機具（ ト ラ ク タ ーや稲刈り 機など） が通れる よ う 、 幅員 2ｍと する 。

自然共生型水路

小動物がのぼり やすい広角傾斜と 内側壁面にう ろこ 状の凹凸の突起をつけた PC 製水路

今後、 下記を条件に、 営農者の方の意

見を聞き ながら 選定し ていく 。

・ 丈夫でこ われにく いシンプルな構造

・ 子供の水路遊びの安全面に配慮

PC 製水路 + 多孔質溶岩シート

生き も のの移動と 植生の活着を促す、 多孔質溶岩シート を PC 製水路の側面に貼る
流入流入流入

■生き も のが移動し やすく する 方策案

出典／「 水田・ 水路でつなぐ 生物多様性ポイ ント ブッ ク 」 公益財団法人世界自然保護基金ジャ パン (WWF)

■水田水路

取水施設

排水施設

■生き も のが生息し やすい環境を整える 方策

水田水路　 現況断面図　 S= 1/60

水田水路　 計画断面図　 S= 1/60

取水管取水管取水管

取水調整施設取水調整施設取水調整施設

排水管排水管排水管

水田排水施設水田排水施設水田排水施設

PC 製水路

底面に砂礫や堰上げ構造物を 設置

PC 製水路

底面に砂礫や堰上げ構造物を 設置

PC 製水路

底面に砂礫や堰上げ構造物を 設置

車両動線

子供の水路遊び

車両動線

子供の水路遊び

車両動線

子供の水路遊び

水田の取水・ 排水施設位置水田の取水・ 排水施設位置水田の取水・ 排水施設位置

取水

取水（ 園路下配管）

排水

排水（ 園路下配管）

堰： 取水時の水位調整

取水

取水（ 園路下配管）

排水

排水（ 園路下配管）

堰： 取水時の水位調整

取水

取水（ 園路下配管）

排水

排水（ 園路下配管）

堰： 取水時の水位調整

S＝1/800S＝1/800S＝1/800

（ ３ ） ゾ ーン 別整備計画案

１ ） 水田ゾーン
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親水水路から 菖蒲田への立入り を

制限する ロ ープ柵

親水水路から 菖蒲田への立入り を

制限する ロ ープ柵

親水水路から 菖蒲田への立入り を

制限する ロ ープ柵

通年湛水の菖蒲田への

立入り を 制限する ロ ープ柵

通年湛水の菖蒲田への

立入り を 制限する ロ ープ柵

通年湛水の菖蒲田への

立入り を 制限する ロ ープ柵

水路から 菖蒲田への立入り を

制限する ロ ープ柵

水路から 菖蒲田への立入り を

制限する ロ ープ柵

水路から 菖蒲田への立入り を

制限する ロ ープ柵
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0ｍ
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0ｍ

2.
0ｍ

2
.0

ｍ
2
.0

ｍ
2
.0

ｍ

入口 ( 関場橋 )入口 ( 関場橋 )入口 ( 関場橋 )

湿地湿地湿地
木道木道木道

草地広場草地広場草地広場

木チッ プ舗装

ま たは土舗装

木チッ プ舗装

ま たは土舗装

木チッ プ舗装

ま たは土舗装

木
道

新
設

木
道

新
設

木
道

新
設

木道新設
木道新設
木道新設

木道新設木道新設木道新設

木道新設
木道新設
木道新設

木
道

新
設

木
道

新
設

木
道

新
設

草地広場草地広場草地広場

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田
沈砂池沈砂池沈砂池

転落防止柵転落防止柵転落防止柵

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

休憩所休憩所休憩所

親水広場親水広場親水広場

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

池

( 通年湛水）

四阿四阿四阿

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田

水田水田水田

花菖蒲の景観を 楽し める  

休憩ス ペース

ベンチ + 木デッ キ舗装

花菖蒲の景観を 楽し める

休憩ス ペース

ベンチ + 木デッ キ舗装

花菖蒲の景観を 楽し める  

休憩ス ペース

ベンチ + 木デッ キ舗装

菖蒲田
( 通年湛水）

菖蒲田
( 通年湛水）

菖蒲田
( 通年湛水）

草地草地草地

樹林地
樹林地
樹林地

北川北川北川

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

菖蒲田水路 1

菖蒲田水路 1

菖蒲田水路 1

菖蒲田水路 2 新設菖蒲田水路 2 新設菖蒲田水路 2 新設

菖蒲田水路
3

（ 既存・ 板柵）
菖蒲田水路

3

（ 既存・ 板柵）
菖蒲田水路

3

（ 既存・ 板柵）

菖蒲田水路 3

新設

菖蒲田水路 3

新設

菖蒲田水路 3

新設

車両動線

子供の水路遊び

車両動線

子供の水路遊び

車両動線

子供の水路遊び

菖蒲田の取水・ 排水施設位置菖蒲田の取水・ 排水施設位置菖蒲田の取水・ 排水施設位置

取水

取水（ 園路下配管）

排水

排水（ 園路下配管）

堰： 取水時の水位調整

取水

取水（ 園路下配管）

排水

排水（ 園路下配管）

堰： 取水時の水位調整

取水

取水（ 園路下配管）

排水

排水（ 園路下配管）

堰： 取水時の水位調整

S＝1/800S＝1/800S＝1/800

○整備の考え方

・ 木道を安全に通行でき る よ う 、 老朽化し ている 木道を改修する 。

・ 花菖蒲の鑑賞、 日常利用の回遊性を高める ため、 東西方向のルート 、 四阿から 南側に渡る ルート を新設する 。

・ 北側の園路沿いの水路は、 ネッ ト じ ゃかごを護岸に用いた、 多自然型の構造と する 。

・ 管理棟側の菖蒲田の水路（ 菖蒲田水路 3）は、H30 年に改修し た既存水路を活かし 、一部を新設する 。

木道から 花菖蒲ま での距離を最小限におさ えら れる 板柵水路と する 。

・ 既存の木道のコ ンク リ ート 基礎を残し 、

上部（ 木板や根太等）を撤去・ 新設する 。

・ 新設・ 上部改修する 木道の材料は、 耐

久性があり 更新ま での期間が長く 、 メ

ンテナンス が容易な再生木材と アルミ

合金を用いる 。

・ 菖蒲田が分断さ れず、 生き も のも 行き 来でき る よ う 、

地中に杭を打ち込むタ イ プの基礎を用いて新設する 。

現況断面図 S= 1/50

現況平面図 S= 1/50

改修断面図 S= 1/50

断面図 S= 1/50

計画断面図 S= 1/50

ネッ ト じ ゃかご： 化学繊維の網ででき た繊維系の蛇篭（ じ ゃかご）。 中詰材の石の間に植物が定着し やすく 、 湿っ た

環境ではネッ ト にも 苔が生育し 、 自然になじ む。

新設木道　 断面図 S= 1/50

新設木道　 イ メ ージ

改修平面図 S= 1/50

■木道改修
■木道新設

■菖蒲田水路 2

■菖蒲田水路 3

板柵水路板柵水路板柵水路

２ ） 菖蒲田ゾ ーン
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AAA

AA

BB

BB

DD

DD

CC

CC

S＝1/500S＝1/500S＝1/500

A-A 断面図　 S＝1/50A-A 断面図　 S＝1/50A-A 断面図　 S＝1/50

B-B 断面図　 S＝1/50B-B 断面図　 S＝1/50B-B 断面図　 S＝1/50

D-D 断面図　 S＝1/50D-D 断面図　 S＝1/50D-D 断面図　 S＝1/50

田んぼ活動
道具洗い場
田んぼ活動
道具洗い場
田んぼ活動
道具洗い場

C-C 断面図　 S＝1/50C-C 断面図　 S＝1/50C-C 断面図　 S＝1/50

防水層防水層防水層 防水層防水層防水層

防水層防水層防水層

階段階段階段

荒木田土荒木田土荒木田土

土水路土水路土水路 土水路土水路土水路

防水層防水層防水層

荒木田土荒木田土荒木田土

砂利・ 玉石・ 粗砂砂利・ 玉石・ 粗砂砂利・ 玉石・ 粗砂

ネッ ト じ ゃかごネッ ト じ ゃかごネッ ト じ ゃかご

ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵

板柵板柵板柵

親水水路 3000親水水路 3000親水水路 3000 植生植生植生親水テラ ス 3000×6000親水テラ ス 3000×6000親水テラ ス 3000×6000

親水水路 2500親水水路 2500親水水路 2500 植生 600植生 600植生 600

草地広場草地広場草地広場

草地広場草地広場草地広場

草地広場草地広場草地広場

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

板柵板柵板柵
板柵板柵板柵

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田

水田水路

水田水路

水田水路

土水路
土水路
土水路

菖蒲田水路
2

菖蒲田水路
2

菖蒲田水路
2

菖蒲田水路
1

菖蒲田水路
1

菖蒲田水路
1

水
田

水
路

水
田

水
路

水
田

水
路

池 7池 7池 7

池 5

（ 通年湛水）

池 5

（ 通年湛水）

池 5

（ 通年湛水）

菖蒲田

（ 通年湛水）

菖蒲田

（ 通年湛水）

菖蒲田

（ 通年湛水）

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

田んぼ活動

道具洗い場

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

四阿四阿四阿

菖蒲田菖蒲田菖蒲田
草地広場草地広場草地広場

中の島中の島中の島

親水テラ ス親水テラ ス親水テラ ス

草地広場草地広場草地広場

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

板柵板柵板柵中の島中の島中の島

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田菖蒲田 ( 通年湛水 )菖蒲田 ( 通年湛水 )菖蒲田 ( 通年湛水 ) 池 7池 7池 7

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

園路園路園路

ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵

ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵

砂利・ 玉石・ 粗砂砂利・ 玉石・ 粗砂砂利・ 玉石・ 粗砂

ネッ ト じ ゃかごネッ ト じ ゃかごネッ ト じ ゃかご

○整備の考え方

・ 子ど も たちが水路に入り 、 水遊びや生き も のと のふれあいができ る 空間を整備する 。（ 水路に通年水を流す）

・ 土水路を基本と し た多自然型の水路と する 。（ 地中には遮水シート 等の防水層を設ける ）

・ 水路の幅などに変化を持たせ、 小川のよ う な環境をつく り 、 生き も のの生息環境を整える 。

・ 菖蒲田と の間に、 水路側から 隣接する 菖蒲田に入ら ないよ う 、 ロ ープ柵を設ける 。

○親水水路

イ メ ージ写真

○親水水路

イ メ ージ写真

○親水水路

イ メ ージ写真

中の島・ 護岸イ メ ージ中の島・ 護岸イ メ ージ中の島・ 護岸イ メ ージ 親水テラ ス イ メ ージ親水テラ ス イ メ ージ親水テラ ス イ メ ージ

水路イ メ ージ水路イ メ ージ水路イ メ ージ 水路イ メ ージ水路イ メ ージ水路イ メ ージ

ロ ープ柵

親水水路から 菖蒲田への

立入り を制限

ロ ープ柵

親水水路から 菖蒲田への

立入り を制限

ロ ープ柵

親水水路から 菖蒲田への

立入り を制限

ロ ープ柵

通年湛水の菖蒲田

への立入り を制限

ロ ープ柵

通年湛水の菖蒲田

への立入り を制限

ロ ープ柵

通年湛水の菖蒲田

への立入り を制限

ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵

ロ ープ柵ロ ープ柵ロ ープ柵

３ ） 林縁ゾーン

①水路の親水エリ ア
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斜面遊び

の動線 ( 裸地 )斜面遊び

の動線 ( 裸地 )斜面遊び

の動線 ( 裸地 )

緑地保護区域
( 民有地 )( 民有地 )

緑地保護区域
( 民有地 )

緑地保護区域
( 民有地 )

緑地保護区域
( 民有地 )

緑地保護区域
( 民有地 )

梅林 ( 範囲縮小 )梅林 ( 範囲縮小 )

斜面遊び

の動線 ( 裸地 )斜面遊び

の動線 ( 裸地 )斜面遊び

の動線 ( 裸地 )

樹林を東側へ拡張
雑木林の構成種を新植

樹林を東側へ拡張
雑木林の構成種を新植

樹林を東側へ拡張
雑木林の構成種を新植

AA

AA

AA

AA

湿地湿地湿地
木道木道木道

草地広場草地広場草地広場

草地広場草地広場草地広場

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

水路親水エリ ア

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

菖蒲田菖蒲田菖蒲田池 7

( 通年湛水）

池 7池 7

( 通年湛水）

菖蒲田

水田水田水田

水田水田水田

菖蒲田
( 通年湛水）

菖蒲田
( 通年湛水）

菖蒲田
( 通年湛水）

草地草地草地

樹林地樹林地樹林地

親水水路
親水水路
親水水路

土水路
土水路
土水路

湿地湿地湿地

草地草地草地

草地草地草地

水路水路水路

水田水田水田

水田水田水田

S＝1/600S＝1/600S＝1/600
S＝1/600S＝1/600S＝1/600

菖蒲田菖蒲田菖蒲田

草地草地草地湿地湿地湿地

園路園路園路

水路水路水路

菖蒲田菖蒲田菖蒲田菖蒲田

（ 通年潅水）

菖蒲田

（ 通年潅水）

菖蒲田

（ 通年潅水）

水路水路水路 池池

梅林梅林梅林

園路園路園路

園路園路園路

木道木道木道

草地草地草地樹林地樹林地樹林地 菖蒲田菖蒲田菖蒲田湿地湿地湿地菖蒲田菖蒲田菖蒲田

木道のイ メ ージ木道のイ メ ージ木道のイ メ ージ

湿地・ 梅林湿地・ 梅林湿地・ 梅林

■現況

○湿地

・ 既存の湿地は地下水位が高く 湿っている が、 水は溜ま っていない。

・ ミ ゾソ バ、 セリ 、 ヒ デリ コ など の湿生植物が繁茂し ている 。

・ ま わり を園路や草地に囲われた、 独立し た環境と なっている 。

○菖蒲田・ 水田・ 水路

・ 菖蒲田や水田、 水路の広範囲にミ ナミ メ ダカ（ 東京都絶滅危惧ⅠA 類） が

多数みら れる 。

○植栽

・ 湿地の北側・ 西側はウ メ が植栽さ れている 。

・ ウ メ の北西側には落葉広葉樹（ エノ キ・ コ ナラ ・ イ ヌ シデ等） を主体と し

た樹林が広がっている 。

■現況

○湿地

・ 既存の湿地は地下水位が高く 湿っている が、 水は溜ま っていない。

・ ミ ゾソ バ、 セリ 、 ヒ デリ コ など の湿生植物が繁茂し ている 。

・ ま わり を園路や草地に囲われた、 独立し た環境と なっている 。

○菖蒲田・ 水田・ 水路
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多数みら れる 。

○植栽

・ 湿地の北側・ 西側はウ メ が植栽さ れている 。

・ ウ メ の北西側には落葉広葉樹（ エノ キ・ コ ナラ ・ イ ヌ シデ等） を主体と し

た樹林が広がっている 。

■現況
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・ 既存の湿地は地下水位が高く 湿っている が、 水は溜ま っていない。

・ ミ ゾソ バ、 セリ 、 ヒ デリ コ など の湿生植物が繁茂し ている 。
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多数みら れる 。

○植栽

・ 湿地の北側・ 西側はウ メ が植栽さ れている 。

・ ウ メ の北西側には落葉広葉樹（ エノ キ・ コ ナラ ・ イ ヌ シデ等） を主体と し

た樹林が広がっている 。

■整備計画案

○整備の考え方

・ 草地性の昆虫、 陸域と 水辺を行き 来する カエル類等の生息によ り 適し た環境を維持する た

め、 独立し た環境と なっている 湿地と 周辺の自然環境をつなぎ、 西側の樹林～草地～湿地

～菖蒲田～水路へと 、 陸域から 水辺につながる エコ ト ーンをつく る 。

○湿地

・ 水路は構造によ ってはカエル類の移動が難し く なる こ と も ある ため、 湿地と 水路の間に通

年湛水の菖蒲田を配置し 、 陸域から 水辺へ容易に移動でき る 断面構造と する 。

・ 水路と 通年湛水の菖蒲田と の水域のつながり を常に保ち、 ミ ナミ メ ダカが年間を通し て継

続的に生息でき る 環境を維持する 。

○木道

・ 湿地と 菖蒲田の間は、 生き も のが移動でき る よ う 、 杭打ち込みタ イ プの木道を通す。

○樹林

・ 湿地・ 草地と 連続する 生き も のの生息に適し た樹林環境と する ため、 梅林の範囲を縮小し 、

西側の樹林を構成する 樹種を植栽し て樹林を東側へ拡張する 。

■整備計画案
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西側の樹林を構成する 樹種を植栽し て樹林を東側へ拡張する 。
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○整備の考え方

・ 草地性の昆虫、 陸域と 水辺を行き 来する カエル類等の生息によ り 適し た環境を維持する た
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～菖蒲田～水路へと 、 陸域から 水辺につながる エコ ト ーンをつく る 。
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・ 水路は構造によ ってはカエル類の移動が難し く なる こ と も ある ため、 湿地と 水路の間に通

年湛水の菖蒲田を配置し 、 陸域から 水辺へ容易に移動でき る 断面構造と する 。

・ 水路と 通年湛水の菖蒲田と の水域のつながり を常に保ち、 ミ ナミ メ ダカが年間を通し て継

続的に生息でき る 環境を維持する 。

○木道

・ 湿地と 菖蒲田の間は、 生き も のが移動でき る よ う 、 杭打ち込みタ イ プの木道を通す。
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A-A  計画断面図　 S＝1/200A-A  計画断面図　 S＝1/200A-A  計画断面図　 S＝1/200A-A 現況断面図　 S＝1/200A-A 現況断面図　 S＝1/200A-A 現況断面図　 S＝1/200
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域域域域域

②エコ ト ーン エリ ア
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ヨ シ・ オギヨ シ・ オギヨ シ・ オギ
手前 : ヨ シ

土手側 : オギ

手前 : ヨ シ手前 : ヨ シ

土手側 : オギ
水路から 泥が流入し

水が濁っている

水路から 泥が流入し

水が濁っている

水路から 泥が流入し

水が濁っている

外来の沈水植物

オオカナダモが散生

外来の沈水植物

オオカナダモが散生

外来の沈水植物

オオカナダモが散生

水深は約 80cm水深は約 80cm水深は約 80cm

ヨ シ・ オギヨ シ・ オギヨ シ・ オギ

じ
ゃ

か
ご

の
傾

斜
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ムク ゲムク ゲムク ゲウ バメ ガシウ バメ ガシウ バメ ガシ

オガタ マオガタ マオガタ マ

カラ タ ネオガタ マカラ タ ネオガタ マカラ タ ネオガタ マ

手前 : ヨ シ

土手側 : オギ

手前 : ヨ シ

土手側 : オギ

手前 : ヨ シ

土手側 : オギ

陸化 ( 乾質化 ) が懸念

さ れている

陸化 ( 乾質化 ) が懸念

さ れている

陸化 ( 乾質化 ) が懸念

さ れている

植栽が支障と なり 、 入口側から

池への視線が通ら ない

植栽が支障と なり 、 入口側から

池への視線が通ら ない

植栽が支障と なり 、 入口側から

池への視線が通ら ない

入口広場入口広場入口広場
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エコ ト ーンが形成さ れている
エコ ト ーンが形成さ れている
エコ ト ーンが形成さ れている

水生植物

（ ふたつ池土壌移植箇所）

水生植物

（ ふたつ池土壌移植箇所）

水生植物

（ ふたつ池土壌移植箇所）

水生植物水生植物水生植物

ム ク ゲム ク ゲム ク ゲ

垂直護岸の解消

水生植物帯整備エリ ア

垂直護岸の解消

水生植物帯整備エリ ア

垂直護岸の解消

水生植物帯整備エリ ア

園路沿いの植栽を 整理し 、 水面の視認性を高める

奥行のある 開放水面を 維持する

園路沿いの植栽を 整理し 、 水面の視認性を高める

奥行のある 開放水面を 維持する

園路沿いの植栽を 整理し 、 水面の視認性を高める

奥行のある 開放水面を 維持する

菖蒲希少種

管理ス ペース

菖蒲希少種

管理ス ペース

菖蒲希少種

管理ス ペース

21 ㎡21 ㎡21 ㎡
14 ㎡14 ㎡14 ㎡

冬期の枯れたヨ シ・ オギの

刈り 取り

堰 B の堰の高さ を 上げ

水深を確保

冬期の枯れたヨ シ・ オギの

刈り 取り

堰 B の堰の高さ を 上げ

水深を確保

冬期の枯れたヨ シ・ オギの

刈り 取り

堰 B の堰の高さ を 上げ

水深を確保

ヨ シ・ オギの範囲を 決め、 一定の開放水面を 確保する
（ 冬期の枯れたヨ シ・ オギを 刈り 取り ）

ヨ シ・ オギの範囲を 決め、 一定の開放水面を 確保する
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土台にネッ ト じ ゃかご、 上部にヤシロ ールを重ね
垂直護岸を 解消
ヤシロ ールに在来の水生植物を植栽
ヤゴなど の水生小動物の隠れ場を 増やす

土台にネッ ト じ ゃかご、 上部にヤシロ ールを重ね
垂直護岸を 解消
ヤシロ ールに在来の水生植物を植栽
ヤゴなど の水生小動物の隠れ場を 増やす

土台にネッ ト じ ゃかご、 上部にヤシロ ールを重ね
垂直護岸を 解消
ヤシロ ールに在来の水生植物を植栽
ヤゴなど の水生小動物の隠れ場を 増やす

ネッ ト じ ゃかごφ400ネッ ト じ ゃかごφ400ネッ ト じ ゃかごφ400

中木や護岸際のムク ゲを 伐採し 、
水面を 見やすく する
中木や護岸際のムク ゲを 伐採し 、
水面を 見やすく する
中木や護岸際のムク ゲを 伐採し 、
水面を 見やすく する

堰 A( 流入部 )堰 A( 流入部 )堰 A( 流入部 )

維持管理

資材物置

維持管理

資材物置

維持管理

資材物置

菖蒲バッ ク ヤード

300 ㎡

菖蒲バッ ク ヤード
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菖蒲バッ ク ヤード

300 ㎡

環境教育

ガイ ダンス ス ペース

環境教育

ガイ ダンス ス ペース

環境教育

ガイ ダンス ス ペース

維持管理用倉庫

休憩ス ペース

維持管理用倉庫

休憩ス ペース

維持管理用倉庫

休憩ス ペース

現況の盛土約 1ｍを 掘削現況の盛土約 1ｍを 掘削現況の盛土約 1ｍを 掘削

菖蒲バッ ク ヤード

50 ㎡

菖蒲バッ ク ヤード

50 ㎡

菖蒲バッ ク ヤード

50 ㎡
堰 B( 流出部 )堰 B( 流出部 )堰 B( 流出部 )

堰 B( 流出部 )

堰の高さ を上げ

湿地内の水深を確保する

堰 B( 流出部 )

堰の高さ を上げ

湿地内の水深を確保する

堰 B( 流出部 )

堰の高さ を上げ

湿地内の水深を確保する

エコ ト ーンを形成エコ ト ーンを形成エコ ト ーンを形成

ハス ／容器に植栽し

面積を コ ン ト ロ ール面積を コ ン ト ロ ール

ハス ／容器に植栽し

面積を コ ン ト ロ ール

ヨ シの範囲を

コ ン ト ロ ール

ヨ シの範囲を

コ ン ト ロ ール

ヨ シの範囲を

コ ン ト ロ ール

護岸際に鑑賞対象と なる

カキツ バタ 等を 植栽

護岸際に鑑賞対象と なる

カキツ バタ 等を 植栽
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低木性のヤナギ類など 植栽低木性のヤナギ類など 植栽低木性のヤナギ類など 植栽

S＝1/600S＝1/600S＝1/600

S＝1/600S＝1/600S＝1/600

AA

AA BB BB

CC
CC

■現況

○池の構造

・ し ょ う ちゃん池の池底はコ ンク リ ート で水深約 80cm 。

・ 園路側の護岸際 2 ～ 3ｍに礫が敷設さ れ、 水深が浅く なっている 。

・ 東側の池縁はじ ゃかごが積ま れて傾斜がつく ら れている 。

・ 北西側の護岸はコ ンク リ ート の垂直護岸と なっている 。

○植生・ 植栽・ 生き も の

・ 東側は開放水面から 湿地へと 続く 抽水植物帯（ エコ ト ーン） が形成

さ れている 。

・ ヨ シの範囲が徐々に池側に拡大し てき ている 。

・ H30 年のかいぼり の際に八国山のふたつ池の土壌を移植し た園路際

の礫の部分に、 水生植物が繁茂し ている 。

・ 外来の沈水植物、 オオカナダモが散生。

・ 北西側にハス が繁茂し ている 。

・ ウ シガエルの幼生が多く 生息し ている 。

○景観

・ 園路側の中木、 柵の護岸側のムク ゲによ り 、 入口側から 池に視線が

通ら ず、 池の存在を認識し づら い。 水面が広がる 景観を楽し めない

状況。

■現況

○池の構造

・ し ょ う ちゃん池の池底はコ ンク リ ート で水深約 80cm 。
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・ ヨ シの範囲が徐々に池側に拡大し てき ている 。

・ H30 年のかいぼり の際に八国山のふたつ池の土壌を移植し た園路際

の礫の部分に、 水生植物が繁茂し ている 。

・ 外来の沈水植物、 オオカナダモが散生。

・ 北西側にハス が繁茂し ている 。

・ ウ シガエルの幼生が多く 生息し ている 。

○景観

・ 園路側の中木、 柵の護岸側のムク ゲによ り 、 入口側から 池に視線が

通ら ず、 池の存在を認識し づら い。 水面が広がる 景観を楽し めない

状況。

■整備計画案

○北西側護岸のエコ アッ プ (C-C 断面 )

・ 垂直護岸と なっている ため、 園路と 池の間の植栽地を含めてエコ アッ プを図る 。

・ 護岸に沿って、 段差を解消する 施設を整備する 。（ ネッ ト じ ゃかごやヤシロ ール多段積みなど ）

・ 護岸際の浅場に水生植物帯を設置する 。 カキツバタ 、 サンカク イ など 在来の水生植物を植栽し 、 ヤゴなど 水生小動物

の隠れ場を増やす。

・ 北西側の水際にはイ ヌ コ リ ヤナギなど 低木性ヤナギ類を植栽する 。

・ ハス は池全体に繁茂し ないよ う 、 容器に植栽する などし てコ ント ロ ールする 。

○園路側

・ 園路側は既存の中木や護岸際のムク ゲを取り 除き 、 園路や半円形のス ペース から 水面を認識でき る よ う にする 。

・ 池際に、 人を惹き つける 、 鑑賞の対象と なる カキツ バタ などを植栽する 。

○池内

・ カワ セミ の止ま り 木と し て、 池の中央や水生植物帯の近く に木杭を設置する 。

■整備計画案

○北西側護岸のエコ アッ プ (C-C 断面 )
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・ 池際に、 人を惹き つける 、 鑑賞の対象と なる カキツ バタ などを植栽する 。

○池内

・ カワ セミ の止ま り 木と し て、 池の中央や水生植物帯の近く に木杭を設置する 。

■整備計画案

○北西側護岸のエコ アッ プ (C-C 断面 )

・ 垂直護岸と なっている ため、 園路と 池の間の植栽地を含めてエコ アッ プを図る 。

・ 護岸に沿って、 段差を解消する 施設を整備する 。（ ネッ ト じ ゃかごやヤシロ ール多段積みなど ）

・ 護岸際の浅場に水生植物帯を設置する 。 カキツバタ 、 サンカク イ など 在来の水生植物を植栽し 、 ヤゴなど 水生小動物

の隠れ場を増やす。

・ 北西側の水際にはイ ヌ コ リ ヤナギなど 低木性ヤナギ類を植栽する 。

・ ハス は池全体に繁茂し ないよ う 、 容器に植栽する などし てコ ント ロ ールする 。

○園路側

・ 園路側は既存の中木や護岸際のムク ゲを取り 除き 、 園路や半円形のス ペース から 水面を認識でき る よ う にする 。

・ 池際に、 人を惹き つける 、 鑑賞の対象と なる カキツ バタ などを植栽する 。

○池内

・ カワ セミ の止ま り 木と し て、 池の中央や水生植物帯の近く に木杭を設置する 。

ハス の繁茂の様子ハス の繁茂の様子ハス の繁茂の様子 園路から の池の景観園路から の池の景観園路から の池の景観

北西側は

コ ンク リ ート

垂直護岸

北西側は

コ ンク リ ート

垂直護岸

北西側は

コ ンク リ ート

垂直護岸

ネッ ト じ ゃかご ( 繊維系じ ゃかご )ネッ ト じ ゃかご ( 繊維系じ ゃかご )ネッ ト じ ゃかご ( 繊維系じ ゃかご )

ネッ ト じ ゃかごと 植栽済み
ヤシロ ールの固定イ メ ージ
ネッ ト じ ゃかごと 植栽済み
ヤシロ ールの固定イ メ ージ
ネッ ト じ ゃかごと 植栽済み
ヤシロ ールの固定イ メ ージ

植栽済みヤシロ ール植栽済みヤシロ ール植栽済みヤシロ ール

A-A 計画断面図　 S＝1/80A-A 計画断面図　 S＝1/80A-A 計画断面図　 S＝1/80 B-B 計画断面図　 S＝1/80B-B 計画断面図　 S＝1/80B-B 計画断面図　 S＝1/80 C-C 計画断面図　 S＝1/80C-C 計画断面図　 S＝1/80C-C 計画断面図　 S＝1/80

土壌移植場所に繁茂する 水生植物土壌移植場所に繁茂する 水生植物土壌移植場所に繁茂する 水生植物

東側盛土部じ ゃかごの傾斜東側盛土部じ ゃかごの傾斜東側盛土部じ ゃかごの傾斜

４ ） 池・ 湿地ゾ ーン （ し ょ う ちゃん池・ 湿地）
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68

68

68

68

68

68

68

68

落葉広葉樹

落葉広葉樹 サク ラ

常緑広葉樹

常緑広葉樹 ト ウ ネズミ モチ

落葉針葉樹 メ タ セコ イ ア

常緑針葉樹 カヤ・ ス ギ

切株・ 枯れ

大径木

ハナキササゲハナキササゲハナキササゲ
カツ ラカツ ラカツ ラ

カツ ラカツ ラカツ ラ

カツ ラカツ ラカツ ラ
カツ ラカツ ラカツ ラ カ ツ ラカ ツ ラカ ツ ラ

マテバシイマテバシイマテバシイ

ハナキササゲハナキササゲハナキササゲ

サク ラサク ラサク ラ

サク ラサク ラサク ラ

サク ラサク ラサク ラキエノ

サク ラサク ラサク ラ

サク ラサク ラサク ラ

ケヤキケヤキケヤキ

ケヤキケヤキケヤキ

カラ タ ネオガタ マカラ タ ネオガタ マカラ タ ネオガタ マ

モチノ キモチノ キモチノ キ

モミ ジモミ ジモミ ジ

モミ ジモミ ジモミ ジ

集ま り 広場
約 1380 ㎡
集ま り 広場
約 1380 ㎡
集ま り 広場
約 1380 ㎡

沈砂池・ 柵沈砂池・ 柵沈砂池・ 柵

築山築山築山

野外卓野外卓野外卓

水飲み水飲み水飲み

入口の領域性を 演出する ゲート
( フト ンカゴウ ォ ールなど )
入口の領域性を 演出する ゲート
( フ ト ンカゴウ ォ ールなど )
入口の領域性を 演出する ゲート
( フト ンカゴウ ォ ールなど )

帯状のベンチ
( 両側から 利用 )
帯状のベンチ
( 両側から 利用 )
帯状のベンチ
( 両側から 利用 )

木チッ プ舗装
ま たは土舗装
木チッ プ舗装
ま たは土舗装
木チッ プ舗装
ま たは土舗装

透水性自然石樹脂舗装透水性自然石樹脂舗装透水性自然石樹脂舗装

管理棟
( 新設

)

16.4ｍ×13.7ｍ　 224.68 ㎡

管理棟
( 新設

)

16.4ｍ×13.7ｍ　 224.68 ㎡

管理棟
( 新設

)

16.4ｍ×13.7ｍ　 224.68 ㎡

入口広場入口広場入口広場

善行橋善行橋善行橋

ベンチベンチベンチ

ベンチ ( 木陰 )ベンチ ( 木陰 )ベンチ ( 木陰 )

コ ンク リ ート 舗装コ ンク リ ート 舗装コ ンク リ ート 舗装

37 ㎡
37 ㎡
37 ㎡

22 ㎡
22 ㎡
22 ㎡

110 ㎡
110 ㎡
110 ㎡

屋根付き
休憩所 ( 新設 )

屋根付き
休憩所 ( 新設 )

屋根付き
休憩所 ( 新設 )

親水広場親水広場親水広場

北
川

北
川

北
川

ベンチ

S＝1/800S＝1/800S＝1/800

S＝1/600S＝1/600S＝1/600

草地広場

約 300 ㎡

草地広場

約 300 ㎡

草地広場

約 300 ㎡

沈砂池

ヨ シ

沈砂池

ヨ シ

沈砂池

ヨ シ

ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙

ケヤキケヤキケヤキ
ﾓﾐｼ゙ 2 本ﾓﾐｼ゙ 2 本ﾓﾐｼ゙ 2 本

ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙

ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙
ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙ﾊﾅｷｻｻｹ゙

ベン チベン チベン チ

ベンチベンチベンチ

ベン チベン チベン チ

ベン チベン チベン チ

カツラ の列植 6 本

カツラ の列植 6 本

カツラ の列植 6 本

サク ラ のト ンネルサク ラ のト ンネルサク ラ のト ンネル

視点場視点場視点場

視点場視点場視点場

サク ラ のま と ま りサク ラ のま と ま りサク ラ のま と ま り

入口広場

直径約 20ｍ

入口広場

直径約 20ｍ

入口広場

直径約 20ｍ

■現況

・ 入口広場、 草地広場、 管理棟周辺など の小規模な空間が、 沈砂池や園路・ 水路などによ り 分割さ れている 。

・ 下記の現況の良い特徴を活かし て整備案を検討する 。

・ 入口広場から 臨む、 空と 八国山の稜線が東から 西になだら かに下がっていく パノ ラ マ景観

・ 東側サク ラ 2 本のト ンネル

・ シンボリ ッ ク な樹形のハナキササゲ

・ 公園北側から 管理棟方向を見た時の重要な景観のポイ ント になっている 、 大径木のケヤキ・ モミ ジ

・ 北山公園なら ではの菖蒲田と 八国山、 西武線の電車を眺めら れる 視点場と なっている 管理棟休憩ス ペース

・ 管理棟屋根によ る 額縁効果のある 眺め

■現況

・ 入口広場、 草地広場、 管理棟周辺など の小規模な空間が、 沈砂池や園路・ 水路などによ り 分割さ れている 。
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・ 北山公園なら ではの菖蒲田と 八国山、 西武線の電車を眺めら れる 視点場と なっている 管理棟休憩ス ペース

・ 管理棟屋根によ る 額縁効果のある 眺め
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・ 入口広場、 草地広場、 管理棟周辺など の小規模な空間が、 沈砂池や園路・ 水路などによ り 分割さ れている 。

・ 下記の現況の良い特徴を活かし て整備案を検討する 。

・ 入口広場から 臨む、 空と 八国山の稜線が東から 西になだら かに下がっていく パノ ラ マ景観

・ 東側サク ラ 2 本のト ンネル

・ シンボリ ッ ク な樹形のハナキササゲ

・ 公園北側から 管理棟方向を見た時の重要な景観のポイ ント になっている 、 大径木のケヤキ・ モミ ジ

・ 北山公園なら ではの菖蒲田と 八国山、 西武線の電車を眺めら れる 視点場と なっている 管理棟休憩ス ペース

・ 管理棟屋根によ る 額縁効果のある 眺め

■整備計画案

○整備の考え方

・ 隣り 合う 空間に視線が通り 一体的につながる 空間と し て、 エント ラ ンス ゾーンを整備する 。

【 入口広場】 来園者を迎え入れる 広場、 公園の顔と なる 空間と し て、 公園の緑と 背後に広がる 八国山の稜線を一望でき る 場を整

備する 。

【 集ま り 広場】 園内で一番広いま と ま った草地広場を憩い・ 遊びの空間と し て整備する 。 管理棟と の一体的な利用や菖蒲ま つり

の際は出店のス ペース と し て活用する など、 多目的に使える 空間と する 。 沈砂池の南側に築山を設けて転落防止柵を隠し 、

草地と 八国山の間が連続し て見える よ う にする 。

【 屋根付き 休憩所】 現況の管理棟と 同じ 位置に整備し 、 菖蒲田と 八国山、 西武線の電車を眺めら れる 視点場を継承する 。 親水広

場でのイ ベント 開催時には、 親水広場と 一体的に利用でき る 。

【 管理棟】 入口広場から の八国山の稜線と 菖蒲田の広がり をでき る だけ阻害し ないよ う 、 北川に寄せた配置と する 。

■整備計画案

○整備の考え方

・ 隣り 合う 空間に視線が通り 一体的につながる 空間と し て、 エント ラ ンス ゾーンを整備する 。
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場でのイ ベント 開催時には、 親水広場と 一体的に利用でき る 。

【 管理棟】 入口広場から の八国山の稜線と 菖蒲田の広がり をでき る だけ阻害し ないよ う 、 北川に寄せた配置と する 。

■整備計画案

○整備の考え方

・ 隣り 合う 空間に視線が通り 一体的につながる 空間と し て、 エント ラ ンス ゾーンを整備する 。

【 入口広場】 来園者を迎え入れる 広場、 公園の顔と なる 空間と し て、 公園の緑と 背後に広がる 八国山の稜線を一望でき る 場を整

備する 。

【 集ま り 広場】 園内で一番広いま と ま った草地広場を憩い・ 遊びの空間と し て整備する 。 管理棟と の一体的な利用や菖蒲ま つり

の際は出店のス ペース と し て活用する など、 多目的に使える 空間と する 。 沈砂池の南側に築山を設けて転落防止柵を隠し 、

草地と 八国山の間が連続し て見える よ う にする 。

【 屋根付き 休憩所】 現況の管理棟と 同じ 位置に整備し 、 菖蒲田と 八国山、 西武線の電車を眺めら れる 視点場を継承する 。 親水広

場でのイ ベント 開催時には、 親水広場と 一体的に利用でき る 。

【 管理棟】 入口広場から の八国山の稜線と 菖蒲田の広がり をでき る だけ阻害し ないよ う 、 北川に寄せた配置と する 。

○管理棟施設

便益機能／ト イ レ （ 多目的・ 男・ 女）

更衣室（ 男・ 女）

拠点機能／休憩ス ペース （ 図書・ 展示コ ーナー）

多目的室（ 会議室）

水田活動用道具倉庫

足洗い・ 手洗い場（ 屋外）

管理機能／事務所

○管理棟施設

便益機能／ト イ レ （ 多目的・ 男・ 女）

更衣室（ 男・ 女）

拠点機能／休憩ス ペース （ 図書・ 展示コ ーナー）

多目的室（ 会議室）

水田活動用道具倉庫

足洗い・ 手洗い場（ 屋外）

管理機能／事務所

○管理棟施設

便益機能／ト イ レ （ 多目的・ 男・ 女）

更衣室（ 男・ 女）

拠点機能／休憩ス ペース （ 図書・ 展示コ ーナー）

多目的室（ 会議室）

水田活動用道具倉庫

足洗い・ 手洗い場（ 屋外）

管理機能／事務所

現況平面図現況平面図現況平面図

計画平面図計画平面図計画平面図

施設のイ メ ージ施設のイ メ ージ施設のイ メ ージ

フト ンカゴウ ォ ール／入口広場の領域を演出
多孔質な空間が生き も のの隠れ場所にも なる
フト ンカゴウ ォ ール／入口広場の領域を演出
多孔質な空間が生き も のの隠れ場所にも なる
フト ンカゴウ ォ ール／入口広場の領域を演出
多孔質な空間が生き も のの隠れ場所にも なる

帯状のベンチイ メ ージ帯状のベンチイ メ ージ帯状のベンチイ メ ージ 透水性自然石樹脂舗装イ メ ージ透水性自然石樹脂舗装イ メ ージ透水性自然石樹脂舗装イ メ ージ

サク ラ のト ンネルサク ラ のト ンネルサク ラ のト ンネル

樹形のよ い大径木のケヤキ・ モミ ジ 2 本樹形のよ い大径木のケヤキ・ モミ ジ 2 本樹形のよ い大径木のケヤキ・ モミ ジ 2 本

ケヤキの遠景（ 菖蒲田方向から ）ケヤキの遠景（ 菖蒲田方向から ）ケヤキの遠景（ 菖蒲田方向から ）

管理棟屋根の額縁効果管理棟屋根の額縁効果管理棟屋根の額縁効果

入口広場から の八国山方向の眺め入口広場から の八国山方向の眺め入口広場から の八国山方向の眺め

ハナキササゲが
シン ボリ ッ ク に見える
ハナキササゲが
シン ボリ ッ ク に見える
ハナキササゲが
シン ボリ ッ ク に見える

景観上重要なケヤキ景観上重要なケヤキ景観上重要なケヤキ

モミ ジ 2 本モミ ジ 2 本モミ ジ 2 本

沈砂池のヨ シが見通し 遮る沈砂池のヨ シが見通し 遮る沈砂池のヨ シが見通し 遮る

し ょ う ちゃん池は見えないし ょ う ちゃん池は見えないし ょ う ちゃん池は見えない

カツ ラ 6 本円形にカツ ラ 6 本円形にカツ ラ 6 本円形に

八国山の稜線八国山の稜線八国山の稜線

サク ラサク ラサク ラ

サク ラサク ラサク ラ

５ ） エン ト ラ ン ス ゾ ーン
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○現況園内の水環境

大関橋ポンプの稼働期間外（ 10 月～ 4 月） は、 水の供給が絶たれる ため、 下記 4 タ イ プの水環境と なっている 。

・ 夏のみ湛水／水田、 菖蒲田、 池 5（ ハス 池）

・ 通年湛水／し ょ う ちゃん池（ 水深 80cm ほど）

菖蒲田内の池 4 箇所（ 水深 15 ～ 30cm ほど）　 ※冬場は雨不足で干上がる 場合も ある

・ 通年湿地／し ょ う ちゃん池東側の湿地、 沈砂池、 西側の湿地

○菖蒲田内の池の改修

菖蒲田内の池 4 箇所は、 カキツ バタ の植栽地や生き も のの生息環境と し て機能し ている 。 大関橋ポンプが停止する 冬場でも 湛水状

態を保っている も のが多く 、 アカガエル等が産卵する など 、 野生生物にと っては貴重な水場と なっている 。

【 現況の課題】

・ 池 5（ ハス 池） は、 夏場は遊泳魚が多く 確認でき る が、 冬は干上がる ため、 ほと んど の魚類は冬期に死滅し ている と 推測さ れる 。

・ 他 4 箇所の池は、 湛水時の水深（ 15 ～ 30cm ほど ） が、 ト ウ キョ ウ ダルマガエル、 ヤマアカガエル、 ニホンアカガエルの繁殖にと っ

てはやや深すぎる 状態であり 、 むし ろウ シガエルにと って好適な環境と なっている 。

・ 池は杭で囲われており 、カエル類の移動を阻害し ている 。 特に指に吸盤のないカエル類にと っては、利用し づら い構造と なっている 。

【 整備の考え方】

・ 生き も のの生息・ 繁殖場所と し て重要な環境である ため、 現況位置で残せる 池は残置する 。（ 池 4・ 7）

・ 計画と 競合し て撤去する 池（ 池 3・ 6） に替えて、池 5 改修し 、 通年水のある 止水環境を新たに整備する 。

・ よ り 生き も のが生息し やすい環境と なる よ う 、 水を保持でき る 耐久性の高い「 畦板シート 」 を用いた

池外周部の改修、カエル類など の生き も のが移動し やすく なる「 ネッ ト じ ゃかご」 を用いた改修を行う 。

・ 整備にあたり 、 下記に留意する 。

掘削で生じ た土壌は、同じ 環境での埋戻し 等に利用し 、でき る だけ場外処分と なら ないよ う 配慮する 。

生き も のや希少な植物は、 類似し た環境に移動し たり 、 掘り 上げて整備後に戻すなど の対応を図る 。

○整備後の水の運用計画

・ 整備後は、 大関橋ポンプを通年稼働さ せ、 一年を通し て流水環境が保たれる 環境を創出する 。

・ ま た、 池 5 と エコ ト ーンエリ アの菖蒲田を通年湛水の池と し て整備し 、 浅い止水環境の面積を増やし 、

生き も のが生息し やすい環境を整える 。

池 6池 6池 6

池 7池 7池 7

池 7池 7池 7

池 5( ハス 池 )池 5( ハス 池 )池 5( ハス 池 )

池 6池 6池 6

池 5( 水なし )池 5( 水なし )池 5( 水なし )

池 5( 通年湛水）池 5( 通年湛水）池 5( 通年湛水）

池 4池 4池 4
池 3池 3池 3

池 4池 4池 4

池 7池 7池 7

池 4池 4池 4

池 3池 3池 3

→撤去・ 草地広場整備→撤去・ 草地広場整備→撤去・ 草地広場整備

→撤去・ ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場整備→撤去・ ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場整備→撤去・ ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場整備

→撤去・ 親水水路整備→撤去・ 親水水路整備→撤去・ 親水水路整備

→残置→残置→残置

→残置→残置→残置

→残置→残置→残置

→通年湛水の池に改修→通年湛水の池に改修→通年湛水の池に改修

→残置→残置→残置

→残置→残置→残置

エコ ト ーンエリ ア

菖蒲田 ( 通年湛水）

エコ ト ーンエリ ア

菖蒲田 ( 通年湛水）

エコ ト ーンエリ ア

菖蒲田 ( 通年湛水）

湿地湿地湿地

湿地 ( 沈砂池 )湿地 ( 沈砂池 )湿地 ( 沈砂池 )

西側湿地西側湿地西側湿地

西側湿地西側湿地西側湿地

西側湿地西側湿地西側湿地

し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池

湿地 ( 沈砂池 )湿地 ( 沈砂池 )湿地 ( 沈砂池 )

し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池

し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池し ょ う ちゃん池

池 3
水深 35cm ／カキツ バタ

水田・ 菖蒲田の水入れ期間外（ 10 ～ 4 月） の園内の水環境

現況

整備後

現況の池位置図・ 整備内容

■池 7 改修 ■池 5 改修

現況断面図 S= 1/60

計画断面図 S= 1/60
ネッ ト じ ゃかご イ メ ージ

畦板シート ( 樹脂製 )
イ メ ージ

現況断面図 S= 1/60

計画断面図 S= 1/60

水漏れ防止

でき る だけ見えないよ う 設置
水漏れ防止

水漏れ防止

水深 10cm 確保する ため掘削

生き も のの移動を

助ける じ ゃかご

生き も のの移動を

助ける じ ゃかご

生き も のの移動を

助ける じ ゃかご

池 7
水深 23cm ／カキツ バタ

池 4
水深 15cm ／ス イ レ ン・ 花菖蒲ポッ ト

池 6
水深 25cm ／植栽なし

池 5
水深 7cm ／ハス

流水流水流水

流水流水流水

湿地湿地湿地

沈砂池沈砂池沈砂池

湿地湿地湿地

流水

深い止水

浅い止水

湿地

流水

深い止水

浅い止水

湿地

流水

深い止水

浅い止水

湿地

800 ㎡増800 ㎡増800 ㎡増

43 ㎡増43 ㎡増43 ㎡増

×× ××

××

新新

新新新新
新新

新新

236 ㎡減236 ㎡減236 ㎡減

163 ㎡減163 ㎡減163 ㎡減

深い止水

浅い止水

湿地

深い止水

浅い止水

湿地

深い止水

浅い止水

湿地

（ ４ ） 1 年を通し た水の運用計画
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（3）令和 6 年度事業（予定） 

・令和 6 年度に予定している事業について、 
公園指定管理者である「アメニス東村山市立公園グループ」より説明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和6年度事業の予定

水田運営 休耕田（令和6年度）

木道各所補修
（令和6年度）

ナラ枯れ樹木伐採
（令和6年度）



（4）道路河川課より報告事項 

 ・北川沿いの樹木に対しての伐採対応について報告した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 多摩湖町 1 丁目 3４番地先 

高木伐採 平地 C＝120ｃｍ以上 180cm 未満  １本 

竹 伐 採 平地 H＝６０ｃｍ以上   １０本 

 

北川の右岸（多摩湖町 1 丁目 3４番地先）からの実生木。 

当該樹木は北川を跨る人道橋付近に生えており、道路の見通し

を著しく阻害している。また、当該道路は住宅街を結ぶ路線のた

め、自動車の他、自転車の往来も多い場所となっている。 

道路の安全確保のため、伐採にて対応されたい。 

① 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 

② 多摩湖町 1 丁目 3４番地先 

高木伐採 法面 C＝60ｃｍ未満    １本 

高木伐採 法面 C＝120ｃｍ以上 180cm 未満  １本 

 

北川の右岸（多摩湖町 1 丁目 3４番地先）からの実生木。 

当該樹木は北川を跨る人道橋付近に生えており、道路の見通しを著

しく阻害している。加えて民地絵の越境も確認している。 

また、当該道路は住宅街を結ぶ路線のため、道路の安全確保のた

め、伐採にて対応されたい。 



令和６年２月吉日 

 

近隣にお住まいのみなさまへ 

 

北川護岸のヤナギの伐採について 

 

まちづくり部道路河川課長 

服部 浩明 

 

 平素より市の道路・河川行政にご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。 

 去る令和６年２月５日（月）の昼頃より降り始めた大雪の影響により、北川の小学校側の護岸に生える

ヤナギ等の一部が折れた状態で発見されました。 

調査の結果、ヤナギの幹が空洞化し、非常に危険な状態にあることが判明したため早期対応するこ

とをご承知置きください。 

 

１．経過 

２月 ６日（火） 北山小学校から校門付近のヤナギとサクラの枝が折れて危険と入電 

折れたヤナギについては、児童の登下校に支障がないよう河川内へ押し込

む応急処置にて対応 

２月 ７日（水） 折れ枝の除去及び樹木点検を実施。従前より枯れていた枝が雪の重みに

より折れたものであること、幹に空洞が肉眼でも確認できるほど進行しているこ

とを確認 

※サクラについては学校敷地のものであることから教育委員会で対応 

２月 ８日（木）  河川樹木手入れの受託事業者と立ち合いを改めて実施 

 住宅地へ倒木の危険がある。春に向かい葉をつけ始め、日を追って風圧を

受けやすい状態になることから早期の対応が必要との判断が示される。 

 ⇒最短で２月１６日（金）に対応 

 

 

２．位置 

                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．作業内容 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ：伐採ライン 

この高さまで枝を落とすことで幹への

負担を軽減 

※下部を残し当該樹木の再生を期待 

Ｂ：空洞化箇所 

小学校側から目視で確認可能。対岸

からはわかりづらい。 

※高さがあるため倒れた際、対岸の

住居や電線に被害を及ぼす可能性が

高い。 

Ｃ：空洞化箇所（拡大） 

反対側まで貫通していることから非

常にもろい状態 

幹に対して縦方向に空洞化し、裂け

ているような状態を目視で確認できる。 

Ｃ 

【連絡先】 

まちづくり部 道路河川課 維持補修係 

電話：３９３－５１１１（内線３７８２～３７８３） 

Ｃ：空洞化箇所（学校側から） 

Ｃ 

B 

A 


